
 

6年上第 15回例題 N7 

（考え方） 

(1)  頂点の数 

正三角形には頂点が３つある。 

それが 20 個ある。 

もし，バラバラなら頂点の総数は 3x20=60 個

になる。 しかし，1 つの頂点に５つが重なってい

るので 60÷5=12 個 
頂点： 12 

 辺の数 

正三角形には辺が３つある。 

それが 20 個ある。 

も し ， バ ラバ ラな ら頂点の総数は 

3x20=60 個になる。 しかし，1 つの頂点

に２つが重なっているので 60÷２=30 

 
辺： 30 

頂点の数 

１つの頂点をカットすると， 

５つの頂点ができていくので 

  5x12=60 

辺の数 

１つの頂点をカットすると， 

５本の辺ができていくので 

  5x12+30=90 

頂点： 60 

辺 90 



 

AB の真ん中の点を E として，下の図のように ECD を底面，EB を高さ，B を頂点とする

三角形すいを考えます。 



それぞれの立体を氷と考えます。 

氷がとけて水になると水面は平らになり高さは平均になります。 

 

水面の高さは平均になりま

すから，(3+5)÷2=4 cm 

半径 3cm，高さ 4cm の円

柱と考えることができます。 

(2) 

上の図の色つき部分を底面と

考えます。 

113.04 cm3 84 cm3 

 

32 cm3 

 

(3) 

辺が３つあるときの高さは 

３辺の高さの平均になります。 

直方体の体積 三角柱と考えますから 

体積は 

高さは，向かい合う辺の高さの

平均になります。 

（辺が４つのとき） 

したがって高さは， 

 (3+4)÷2=3.5cm 



 

(2) 切られていない小立方体は， 

上の青枠で囲まれた正方形の部分です。 

 6 + 10 + 13 + 15 = 44個 

４４個 

（注） 

４階の３個と 3階の 1個の 

正方形（色つきでない部分）は 

(1)で計算されていないので， 

計算で出す場合は 

 4x4x4－16－(3+1)=44個となります。 

  

 

実戦と点線で囲まれた〇印の数です。 



 

 

ステップアップ例題５  立体をくりぬく 
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ステップアップ例題 6  立体の切断（2 つの面の切断） 

台形 

求める立体は，左図のように四角形 ABPMを底面，AEを高さ

とする四角すいになります。 

 
台形 

上から見た図は左のようになりますから， 

立方体の 1辺の長さを 1 とすると， 

立方体の体積は 

四角すいの体積は 

したがって，もとの体積の
1

8
倍になります。 
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